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　表紙は、市誕生記念
ロードレース大会。ゲ
ストランナーには高橋
尚子選手も参加。この
年、市章が決定。

平成17年１月号

　７月３日に常陸大
宮済生会病院が開院。

平成18年６月号

　５町村合併により
常陸大宮市が誕生。

平成16年10月号

　泉坂下遺跡から人面
付土器を発見。平成
29年に国重要文化財
に指定。

平成18年３月号 　県内12番目の女性
消防団が誕生。また８
月には、市民憲章と市
の花木鳥が決定。

平成19年５月号
　三次新市長が初登
庁。10月 に は「す
ぐ対応課」が発足。

平成20年５月号

　11月に開催され
たねんりんピックな
ぎなた大会の様子。

平成19年12月号 　西塩子の回り舞台
保存会が「第１回
ティファニー伝統文
化振興賞」を受賞。

平成20年７月号
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１５０か月の歩み１５０か月の歩み１５０か月の歩み
　平成16年10月16日に合併し、常陸大宮市としてスタートして13年。広報常陸大宮の第１号が発行されてから今月で
150号を迎えました。この記念号では、創刊から現在までの歩みを振り返り、今まで紙面を作成してきた担当者から
の声もお届けします。

平成16～17年（海老澤）

　常陸大宮市が誕生して
最初の担当だったので、
お互いの地域を身近に感
じてもらえるよう、毎号必ず、旧５町
村のニュースを掲載することにしまし
た。私自身初めての場所も多く、不安
もありながら、いろいろな場所に取材
に行きました。その結果、集めた情報
が多すぎて、どれを掲載するかとても
悩んだことを思い出します。

平成17～19年（武藤）

　何を表紙にしようか
…。毎号頭を痛めていま
した。
　また、表紙に使えるような写真が撮
れるかどうかも常にプレッシャーでし
た。しかし反面、良い写真が撮れたと
思った時の安堵感とうれしさはひとし
おです。毎号構成に悩み、毎週末取材
に走り、毎月〆切に追われるこの仕事
ですが、取材を通じて多くの方との出
会いがあり、大切な財産になったと
思っています。

平成19～20年（加倉井）

　毎号悩んでいたのが表
紙の写真。この出来事を
表紙にするぞと気合いを
入れ取材に出かけますが、見返すと思
うような写真が撮れず悩む日々でし
た。
　その中でも表紙にした写真（平成１９
年５月号）。女性消防団の発足式とい
うこともあり団員の方も緊張いっぱい
の様子でしたが、凛々しい姿を納める
ことができた１枚です。
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　御前山小学校が開
校。合併５周年のこの
年に、ひたまるが誕生。

平成21年４月号

　３月11日に東日本
大震災が発生。12月
には星加夢輝さんが古
代ゾウステゴロフォド
ンの化石を野上地区で
発見。

平成23年３月号
　10月16日に合併10
周年記念式典を開催。
市の歌が決定。２月に
は常陸大宮ミニ四駆大
作戦がギネス登録。

平成26年10月号

　７月から運航を開始
したドクターヘリのシ
ミュレーションを大宮
小で実施。４月には、
大宮北・美和・緒川小
学校が開校。

平成22年８月号
　14年ぶりに水郡
線にＳＬが走りまし
た。５月には野田・
秋田地区に竜巻が発
生（55棟に被害）。

平成24年12月号
　８月にＮＨＫのど
自慢を開催。１月に
は和紙生産用具が国
の登録有形民俗文化
財に登録。

平成25年９月号 　30年ぶりの大相
撲を開催。４月には
美和中・緒川中が統
合され、明峰中学校
が開校。

平成27年４月号

　３月に道の駅常陸
大宮かわプラザが開
業。市標が決定し、
市特産品「常陸大宮
さん」認証制度がス
タート。

平成28年３月号

～広報常陸大宮150号記念～

１５０か月の歩み

これからも愛される広報紙に
　時代とともに歩んできた広報紙。今後もたくさんの方にご愛読いただけるよう、興味が持てる、分かりやすい
広報紙を目指していきます。ご意見ご要望などお寄せください。

■問い合わせ■　秘書広聴課　秘書広聴・広報グループ　☎52‐1111（内線312）　ＦＡＸ53‐6010

平成25年～担当（立原）

　現在、過渡期にある（と
思われる）広報紙。「お知
らせするだけではなく、市
のＰＲの先頭に立ち、ＳＮＳを駆使し、
紙とＩＴを融合させた広報戦略を…」と
考え出すと、何から手を付けていいか分
からなくなります。それでも、読みやす
い紙面をと心がけてきた初心を忘れず
に、これからも広報紙と向き合っていき
たいと思います。

平成20～23年（内田）

　最初の大仕事は、初登庁
する三次市長の写真を撮る
ことでした。写真は表紙に
も使用することになっていたため、失敗
は許されません。前夜はほとんど眠れず
臨んだことを今でもよく覚えています。
当日は不安な気持ちの中、取材慣れした
新聞記者に圧倒されながら、慣れていな
い一眼レフのシャッターを何度も切りま
した。平成２０年5月号の表紙を見ると、
あの日の緊張感がよみがえります。

平成23～25年（神長）

　担当時代は写真撮影に苦
労しました。経験が少ない
上、広報のカメラは一眼レ
フ。私で務まるか不安でした。取材に出
向く時は緊張し、どこから撮ればいいの
かイメージできず、大勢の人の前に出て
いくことに抵抗がありました。そんな
中、取材先の方や地域の皆さんの優しさ
に触れるうちに楽しくなり、今では写真
を撮ることが好きになりました。


